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01 留学のハードルは高くない。
世界は想像以上に身近にある。

02 留学生が見て、ふれて、
感じた日本。

03 岐阜大学は
学内外の異文化交流を推進します。

04 総合文化海外実習
実学を通じて
教育学部英語教育講座
巽 徹 准教授

05 マングローブ林に眠る怪物
応用生物科学部
小見山 章 教授（森林生態学）
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  藤井 洋
  工学部 3 年
  伊藤 翼
  応用生物科学部 3 年
  森 脩祐
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大学生活をふりかえって
22 岐阜大学基金の状況報告

23 お知らせ

巻末 公開講座のご案内

　人間には、「志に向かってい

くために最善の選択をする能

力」があると信じています。熱

い志を持つためには、すばらし

い師と出会うことが大切です。

特に、若者には必要不可欠で

す。師は、大学の教室の中だ

けにいるとは限りません。若者

のまわりの自然や文化など、森

羅万象がすばらしい師となりま

す。異なる文化・自然環境に無

垢の自分をさらし、自分の将来

を考える、留学とはそういった

すばらしい機会です。岐阜大学

は、若者を海外に送り出すため

に最大限の支援をします。また、

海外からの留学生と日本人学生

の交流の場を多種多様に企画

運営します。岐阜大学は、若者

にとって、世界への扉です。

（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Nov.2011→Mar.2012Topics

　日頃思い描いている夢や希望を実現するための「環
境・健康」をテーマとしたアイデアを募集する「DREAM	
PROJECT」の表彰式が行われました。最優秀賞に工学
部生命工学科の西岡真弘さん（当時4年）が選ばれ、岡
野幸雄理事から表彰状と副賞が、株式会社コンティグ・
アイの山田博子取締役から記念品が
手渡されました。西岡さんのアイデ
アは「アスファルトの熱を利用した
発電法」。「素晴らしい賞をいただく
事ができ、とてもうれしく思っていま
す。次回はぜひ皆さんも応募して下
さい」と喜びを語りました。

　災害時の被災者等支援に協
力することを目的に、県内の大
学等高等教育機関（26機関）
とともに岐阜県と協定を締結
しました。
　大規模災害発生時に体育館やグラウンドを提供すること
などを取り決めたこの協定。古田肇岐阜県知事は「効果的
できめ細かな支援体制の構築に努めたい」と述べ、森秀樹
学長は「県民のために支援協力体制をスタートでき、大変
うれしい」と話しました。締結式には、勝野眞吾岐阜薬科
大学長、大西健夫中京学院大学長、藤井德行岐阜聖徳学園
大学短期大学部学長も出席されました。

第3回 DREAM PROJECT 表彰式 災害時等の支援協力に関する協
定を締結平成23年11月6日（日） 平成23年11月24日（木）

第23回 岐阜シンポジウム
「宇宙の歴史を読み解く」を開催しました
　地球や社会全体が抱える環境・バイオ・
情報・教育などの21世紀の重要テーマ
について、岐阜大学の研究成果を社会に
広く発信する「岐阜シンポジウム」。
　23回目の今回は、宇宙航空研究開発
機構（JAXA）の藤村彰夫参与をお招き
して特別講演を開催。「『はやぶさ』のカ
プセルにはいっていたもの」と題して、
小惑星「イトカワ」から帰還したはやぶ
さにまつわる貴重なエピソードをお話し
いただきました。イトカワへタッチダウ
ンした時のアクシデントやカプセルの中

身が空だった話なども披露。「目視でき
るものが何もなかったカプセルから、2
カ月以上かかって人工物とは違う粒子を
見つけた時は、本当にホッとした」と、当
時の苦労を紹介されました。
　教育学部の川上紳一教授と工学部の宮
坂武志准教授も、地球の歴史や「はやぶ
さ」に使われたイオンエンジンのしくみ
について講演を行いました。質疑応答で
は、小学生から70代と幅広い世代の方
から質問が相次ぎ、とても有意義なシン
ポジウムとなりました。

多く、地元での就職志向が強い岐阜大学生
にとって大変好評でした。「岐阜大学生のみ
が対象なので少人数で話を聞くことができ
た」、「就職活動に対する不安や疑問も解消
できた」と参加者たち。学生のみで企画・運
営する企業展は全国的にも大変めずらしく、
実行委員会の学生たちも活動を通して多く
の企業の方と接触することができ、自身の
就職活動の充実にもつながっています。
報告：岐阜大学学生企業展実行委員長
　　　山崎友梨（当時3年）

第10回 岐阜大学学生企業展を開催しました

　学生が企画・運営する「学生企業展」が記
念すべき10回目を迎え、今年度は2日間にわ
たり開催。10日は約600名、11日は約500名
の学生が来場し、参加企業156社の中からお
目当てのブースを訪問し説明を受けました。
　東日本大震災の影響や近年の不況により、
学生の就職活動や企業の採用活動の状況は
依然として厳しい状況です。そんな中でも
学生たちの就職意識は高く、各企業ブース
で真剣に説明を受ける姿が多く見られまし
た。東海地方を拠点に活躍している企業が

平成23年12月10日（土）・11日（日）

平成23年11月5日（土）
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